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【石渡敏一関係文書 凡例】 

 

 

・ タイトルは原表題を基にした。表題が明示されていない場合は目録作成者が

適宜付与し、〔 〕を付した。 

・ 書簡の配列は、発信者の五十音順とした。 

・ 書誌事項に関して、推定したものには〔 〕を付した。 
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書簡・書簡コピー
（1〜28番）

1 宇垣⼀成書簡 ⽯
渡敏⼀宛

宇垣⼀成（陸
軍⼤⾂）

⽯渡敏⼀ ⼤正15年11⽉
13⽇

1通
兵役法案審議のため、閣下を審議会委

員に嘱託したい。
墨書

2 ⼩野篤次郎書簡 
⽯渡敏⼀宛

篤次郎〔⼩野
篤次郎〕

⽯渡（⽯渡敏
⼀）

1通
内地にても韓国にても検事正として松

室⽒へご協議を賜えば仕合せ。
墨書

3 加太邦憲書簡 ⽯
渡敏⼀宛

邦憲〔加太邦
憲〕

⽯渡（⽯渡敏
⼀）

2⽉23⽇ 1通
病状快癒に⾄り⼤安⼼。
墨書

4 加太邦憲書簡 ⽯
渡敏⼀宛

邦憲〔加太邦
憲〕

⽯渡（⽯渡敏
⼀）

3⽉5⽇ 1通
巴⾥にて拝眉を得べし。都筑⽒へ帰朝

せよと外務より申し来る。
墨書

5 近衛篤麿書簡 ⽯
渡敏⼀宛

近衛〔近衛篤
麿〕

⽯渡〔⽯渡敏
⼀〕

4⽉13⽇ 1通
司法省より弁護⼠法案ご提出、ご⾯倒

ながらご説明くださらないか。
墨書

6 近衛⽂麿書簡 ⽯
渡荘太郎宛

近衛⽂麿 ⽯渡荘太郎 明治26年4⽉2
7⽇

1通
お互いにどうかこうか出来る⾝分にな

ったのでご来遊を願う。
墨書

7 ⻄園寺公望書簡 
⽯渡敏⼀宛

公望（⻄園寺
公望）

翰⻑／⽯渡 3⽉30⽇／7⽉
16⽇

2通
⽥中顧問官勲章授与の件相談。／美菓

御礼。
墨書
2通が同⼀の封筒に収納されてい

る

8 ⻄園寺公望書簡 
⽯渡敏⼀宛

公望（⻄園寺
公望）

⽯渡敏⼀ 4⽉23⽇ 1通
廉酒呈したくご来駕くださらないか。
墨書

9 ⻄園寺公望書簡 
⽯渡敏⼀宛

公望（⻄園寺
公望）

書記官⻑／⽯
渡（翰⻑）

9⽉5⽇／9⽉1
9⽇

2通
外務⼤丞より差出の覚書は貴兄に渡し

たように記憶。／曽祢男副統監に転任、枢密
顧問官後任は本⽥親雄。

墨書
2通が同⼀の封筒に収納されてい

る
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10 沢野⼀兵書簡 ⽯
渡敏⼀宛

⼀兵〔沢野⼀
兵〕

⽯渡敏⼀ 4⽉8⽇ 1通
佐賀地⽅裁判所検事正に転補、閣下の

賜物に外ならず。
墨書

11 ⽥中正平書簡 ⽯
渡敏⼀宛

正平〔⽥中正
平〕

⽯渡敏⼀ 4⽉11⽇ 1通
鉄道庁⼆等技師拝命、閣下の庇護とお

引き⽴てに感謝。
墨書

12 寺内正毅書簡 ⽯
渡敏⼀宛

寺内正毅 ⽯渡敏⼀ 3⽉12⽇ 1通
検事正関義幹より希望申し来り、河村

⽒へお聞き繕いください。
墨書

13 徳川家達書簡 ⽯
渡敏⼀宛

徳川家達 ⽯渡敏⼀ 明治41年2⽉2
3⽇

1通
新聞記事切抜「公爵徳川家達（四）」
印刷・墨書

14 徳川家達書簡 ⽯
渡敏⼀宛

徳川家達 ⽯渡敏⼀ 明治41年3⽉4
⽇

1通
明治33年3⽉「⼦爵松平康⺠陞爵ノ儀

ニ付願」廻付。
墨書

15 徳川家達書簡 ⽯
渡敏⼀宛

徳川家達 ⽯渡敏⼀ 明治41年4⽉2
0⽇

1通
5⽉2⽇午後5時参邸求む。
墨書

16 徳川家達書簡 ⽯
渡敏⼀宛

徳川家達 ⽯渡敏⼀ ⼤正8年7⽉7⽇ 1通
書簡到達、申越しの趣逐⼀了承。
墨書

17 徳川家達書簡 ⽯
渡敏⼀宛

徳川家達 ⽯渡敏⼀ 5⽉24⽇ 1通
柳⽥書記官⻑と仲⼩路君と会⾒。明朝

会議前議⻑室にてお⽬に懸かる。
墨書

18 富井政章書簡 ⽯
渡敏⼀宛

富井政章 ⽯渡敏⼀ 1⽉30⽇ 1通
国技館経費お申し聞けくださり深謝。

清⽔澄君に今後⼩⽣の地位を譲与。
墨書

19 中橋徳五郎書簡 
⽯渡敏⼀宛

中橋徳五郎 ⽯渡（⽯渡敏
⼀）（司法省
参事官）

1⽉7⽇ 1通
講義録校正料は20円位は取れるな

り。
墨書

20 林権助書簡 ⽯渡
敏⼀宛

林権助 ⽯渡敏⼀ 8⽉20⽇ 1通
ご来⽰の満洲談話了承。
墨書
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21 松室致書簡 ⼩野
篤次郎宛

松室致 ⼩野篤次郎 明治41年1⽉4
⽇

1通
渡韓の希望につき倉富次官に聞合せ、

内地で検事正の地位にない⼈は直ちに採⽤で
きずとの事。

墨書
資料番号2の別添ヵ。

22 三上参次書簡 ⽯
渡敏⼀宛

三上参次 ⽯渡敏⼀ 明治41年2⽉2
7⽇

1通
林羅⼭先⽣贈位されざるは不思議。加

藤学⼠会総⻑より栄典資格ある⼈の調査を命
ぜられる。

墨書

23 皆川治広書簡 ⽯
渡敏⼀宛

皆川治広（法
制審議会幹
事）

⽯渡敏⼀ 昭和7年7⽉1⽇ 1通
貴下を法制審議会臨時委員に奏請、ご

内意を伺いたい。
墨書

24 柳⽥国男書簡 ⽯
渡敏⼀宛

柳⽥国男 ⽯渡敏⼀ 9⽉30⽇ 1通
本⽇強烈なる書状を議⻑に呈す。解決

⽅法を出されるや懇通なさるよう勧める。
墨書

25 横⽥国⾂書簡 ⽯
渡敏⼀宛

国⾂〔横⽥国
⾂〕

⽯渡（⽯渡敏
⼀）

1⽉8⽇ 1通
本⽉より御⽤在留。欧⽶巡覧の胸算。
墨書

26 差出⼈不明書簡 
⽯渡敏⼀宛

〔差出⼈不
明〕

⽯渡敏⼀ 〔⼤正13年〕3
⽉10⽇

1通
脅迫状（国賊内閣を弁護、天誅を加

う。）
墨書

27 ドイツ便り 1 1点
⽯渡敏⼀渡独時の家族宛書簡コピー。

原⽂は明治19年頃。
電⼦式複写

内容の⼀部は『藻汐草』【GK199-M
3395】に掲載

28 ドイツ便り 2 1点
⽯渡敏⼀渡独時の家族宛書簡コピー。

原⽂は明治21年頃。
電⼦式複写

内容の⼀部は『藻汐草』【GK199-M
3395】に掲載

書類（司法省）
（29〜30番）

29 〔犯罪⼈引渡条約 
案⽂ヵ〕

1綴（5枚）
印刷［蒟蒻版］
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30 履歴書 豊嶋平治郎 ⽯渡敏⼀（東
京控訴院検
事）

明治28年10⽉
24⽇

1綴
墨書

書類（内閣）（3
1〜38番）

31 〔授章・賜⾦者⼀
覧〕

3枚
野村靖ほかへ授旭⽇⼤綬章、川村純義

ほかへ賜⾦
墨書

内閣罫紙

32 〔供覧の件〕 江⽊翼（内閣
記録課⻑）

⽯渡敏⼀（内
閣書記官⻑）

明治40年8⽉2
⽇

1枚
江草斧太郎発⾏の現⾏法令輯覧を供覧

する。
墨書

内閣罫紙

33 実業者功績調 1綴
墨書

内閣罫紙

34 枢密顧問官現有勲
章調

1綴
墨書

枢密院罫紙

35 功労者陞位陞勲ノ
儀内申（⻄村捨
三）

⾼崎親章（⼤
阪府知事）

原敬（内務⼤
⾂）

明治40年12⽉
27⽇

1綴
墨書

⼤阪府罫紙
添状あり

36 〔叙勲者⼀覧〕 9枚
徳川慶喜へ叙勲⼀等ほか
墨書

37 〔麝⾹間祗候⼀
覧・経緯〕

3枚
墨書

宮内省罫紙

38 〔覚書〕 1枚
都筑馨六、万国平和会議委員としてハ

ーグに差遣
墨書

書類（貴族院）
（39〜45番）

39 帝都復興ニ関スル
決議案

1枚
墨書・鉛筆

40 過激社会運動取締
法案

⼆條厚基（特
別委員⻑）

徳川家達（貴
族院議⻑）

⼤正11年3⽉2
3⽇

1部
印刷
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41 憲法義解 1枚
ペン

貴族院罫紙

42 我現状ニ対スル批
評

昭和6年4⽉30
⽇

1枚
墨書

43 帝国議会ノ軍事ニ
関セシ功労（⽂武
⾂僚ニ⻫シ）

1綴
墨書

44 〔覚書〕 1枚
不祥事件と政治変⾰について
墨書

45 〔覚書〕 1枚
海軍の勢⼒と補充について
墨書

書類（⽯渡敏⼀分
その他）（46〜4
8番）

46 〔帝国公道会設⽴
趣意書〕

本⽥親済（創
⽴委員）ほか
19名

⽯渡敏⼀ ⼤正2年12⽉ 1枚
印刷［謄写］・墨書

47 ⼼の写真 第⼆巻 2綴
墨書

48 写真（⻄園寺公
望）

1枚
墨書

書類（江⼾時代）
（49〜50番）

49 〔覚書〕 12点
申渡（御次船修復申付）／⽥村備後

守・内藤隼⼈正覚書（渡船の事）／覚（叔⽗
⼆名）／覚（瀬物ほか代⾦）／覚（酒ほか数
量）／覚書（由井猪之助ほか三名）／覚書
（⽯渡武右衛⾨）／覚書（御徒⽬付中川⾠⼆
郎様ほか）／覚書（代料・⼈名）／覚（⼩林
村佐右衛⾨殿ほか）／覚書（御徒⽬付鈴⽊熊
太郎ほか）／覚書（本多某）

封筒（出浦司法書記官名 ⽯渡検
事宛）、1枚

墨書
内容物は付属資料（封筒）に収納

されている
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50 〔覚書〕乾／坤 2綴
江⼾時代の達・奉書等の書写、事蹟等
墨書
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